
■資格取得
荒川化学グループで必要とする環境・保安に関わる資格

を表に示します。法律で定められている人員を充足してい
ますが、新入社員、異動・転入者を主体にして、資格取得の
推進を図り、従業員のステップアップにつなげています。

VOICE

今回が初参加でしたが、和やかな
ムードで始まり、リラックスしてお話
を聞けました。しかし講演が進むに
つれ、乳がんの怖さがひしひしと伝
わってきて、実際に患者の方のお話
などは聞いているのが辛くなるほど
でした。今や女性がかかるがんの1
位となっている乳がん。セミナーを
受けるまでは、乳がん検診も「いつ
か行こう」と思う程度でしたが、お話を聞いて、乳がんだけ
でなく他の女性がかかりやすい病気に関しても、検診に行く
など予防に努めなければいけないと思うようになりました。
今回のセミナーを受け、自分の身体にもっと関心を持ち、

自分自身で守らなければという意識が高まりました。

「乳がんセミナー」を受講して

■労働災害の状況
荒川化学グループでは、環境保安基本方針（P7参照）に
基づく「保安管理システム」を２００９年度より運用開始して
災害防止に取り組んでいます。２０１０年度の休業災害は0
件でした。２０１１年度も災害事故ゼロを目標に保安管理シ
ステムの運用を充実させていきます。

■健康管理
荒川化学グループでは、法に定められた健康診断の実
施とともに衛生講話等を開催して健康増進に努めてい
ます。
2011年度からは前立腺検診と乳がん・子宮がん健診を
会社負担で実施しています。

■安全衛生表彰
荒川化学グループの各事業所では、安全衛生活動に対

する長年の貢献を評価されて、多くの社員が関係団体から
表彰されました。

■防災訓練
化学メーカーとして多くの危険物を取り扱いおよび貯蔵

していることから、想定される地震、津波、火災、漏洩事故
などのリスクに対応するために、危機管理マニュアルを策
定しています。事業所では年間計画を立てて防災訓練を繰
り返し実施しています。
また、近隣他社や地域の消防署と合同訓練を計画して、
地域と連携した防災訓練も実施しています。実施後には実
施結果を評価して次回の訓練に反映しています。

度数率＝労働災害による死傷者数／延労働時間数 ×1,000,000  
強度率＝労働損失日数／延労働時間数 × 1,000
化学工業の労働災害度数率と労働災害強度率は以下の出典による。
出典：厚生労働省「平成22年労働災害動向調査（事業所調査（事業所規模100人
以上）及び総合工事業調査）結果の概況」
（平成２３年４月２６日発表）

労働安全衛生活動

従業員とのかかわり

安心・安全で快適な職場環境づくりに努めました。

■環境教育
環境マネジメントシステムの年間計画に従って環境教育

を実施しています。２０１０年度、環境教育に費やした時間
は、延べ７６４時間でした。
また、教育研修制度の一環として通信教育講座を開設し
ており、修了により補助金が支給されます。２０１０年度は、
環境に関わる「知らないではすまされない！環境＆エコ
100」 などが開講され、品質・環境・保安関連では６７名が受
講しました。その他、４３名が資格取得のために、「公害防止
管理者国家試験受験」などの講座を受講しました。

教育訓練・防災訓練

全従業員のステップアップを目指しています。

化成品事業部 国際部
渡瀬 史子

VOICE

当工場では20年以上年2回総合
防災訓練をおこなっており、化学
メーカーの責務として、危険物関連
施設からの火災や流出事故発生な
どを想定し実施しています。2010
年度は9月6日、東海地震注意情報
発令から地震発生を想定して、本社
との合同訓練を実施し有事の際の
危機管理体制の有効性を確認しま
した。その後2011年3月15日午後10時31分、静岡県富
士宮市で震度6強の富士宮地震が発生。自宅で強い揺れを
感じましたが、会社で常に防災訓練をおこなってきたことで
地震発生時も慌てず行動できました。これまで近隣他社や
消防署、工場と本社と合同で訓練をおこなってきましたが、
周囲と協力し合うことがいかに重要かを改めて感じました。

総合防災訓練実施と2011年3月15日の
富士宮地震を体験して

富士工場 製造第2課
後藤 正敏

本社での乳がんセミナー

水島工場／合同防災訓練 ペルノックス／AED救命講習

大阪工場／総合防災訓練 タイ荒川／防災訓練

秦野市長から表彰される
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■労働災害度数率グラフ
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■健康管理実施状況
■環境教育実施状況                   （時間）

■2010年度防災訓練一覧表

大阪工場
水島工場
小名浜工場
本社
本社
水島工場
大阪工場・研究所
富士工場
本社
ペルノックス
研究所・大阪工場
研究所・大阪工場
高圧化学

医療講演会
衛生講話
健康相談会
医療セミナー
安全運転講習会
交通講話
医療講話
衛生講話
研修会
衛生講話
研修会
健康講話
健康講話

実施日        事業所 項 目          内 容
熱中症
生活習慣病
健康診断有所見者
乳がん
エコ安全ドライブの実践
交通安全
メンタルヘルス
メンタルヘルス
メンタルヘルス
ノロウイルス
メンタルヘルス
長時間労働
ストレスマネジメント

2010年6月24日
2010年8月10日
2010年8月20日
2010年9月16日
2010年10月14日
2010年10月25日
2010年11月2日
2010年11月24日
2011年1月17日
2011年1月25日
2011年1月28日
2011年2月9日
2011年2月21日

資格名称　              2009年度末　2010年度末
公害防止管理者
エネルギー管理士
エネルギー管理員
廃棄物処理施設技術管理者
特別管理産業廃棄物管理責任者
環境計量士
作業環境測定士
衛生管理者
ボイラー技士
危険物取扱者
高圧ガス製造保安責任者

40
9
9
7
20
1
1
21
179
661
90

45
9
10
10
25
1
1
22
189
728
93

高圧化学
徳島工場
大阪工場
高圧化学
富士工場
釧路工場
高圧化学
ペルノックス
水島工場
小名浜工場
ペルノックス
東京支店
タイ荒川
大阪工場

実施日     事業所名            内  容
地震・津波防災避難訓練
夜間緊急通報訓練
鶴見消防署合同消防訓練
火災・爆発防災訓練
合同地震防災訓練（本社含む）
地震防災訓練
AED救急救命講習
消火訓練
合同防災訓練
総合地震防災訓練
AED救急救命講習
防災訓練
防災訓練
地震想定防災訓練（研究所含む）

2010年4月30日
2010年5月6日
2010年6月6日
2010年8月11日
2010年9月6日
2010年9月6日
2010年9月7日
2010年10月13日
2010年10月19日
2010年10月20日
2010年10月22日
2010年11月2日
2010年12月23日
2011年1月17日

教育内容     2009年度　 2010年度
省エネ教育
ISO1400教育
自覚教育
合　　計

166
696
281
1,143

108
534
122
764

■安全衛生表彰実績

富士工場

高圧化学
高圧化学
ペルノックス

高圧化学

高圧化学
本社・大阪工場

高圧化学

日本商工会議所・
富士商工会議所

大阪府工業協会
大阪府高圧ガス
安全協会

実施日     事業所           表彰団体         受賞
2010年4月23日
2010年9月24日
2010年10月19日
2010年10月28日

2010年10月29日

2010年11月10日
2010年11月26日

2010年12月15日

経済産業大臣から
表彰される高圧化学　河村社長

大阪市大正消防署
大正工業会
秦野市商工会議所

経済産業省

優良従業員表彰（5名）

消防功績顕彰（企業）
優良社員表彰
優良工場表彰
高圧ガス保安経済産業
大臣表彰（製造所）

優良社員（1名）
優良従業員表彰（2名）

優良従業員表彰（1名）

大阪市工業会連合会
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